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第2章 松山市の現状と将来 

2.1 松山市の概況 

松山市は、愛媛県のほぼ中央にある松山平野に位置している。市街地は、北東部の

高縄山系と南東部の石鎚山系の間を流れる石手川や重信川によって形成された沖積平

野にあり、地質上は中央構造線が市の南側を東西に走り、構造線と接する花崗岩の割

れ目から道後温泉が湧き出ているという特徴を有している。 

 

 

「第 6 次松山市総合計画（概要版）」より 

図 2.1 松山市の位置 
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本市は、明治 22 年の市制施行以来周辺の町村との合併・編入を繰り返すことにより

市域の拡大をつづけ、平成 17 年の北条市及び中島町の合併によって、現在の市域面積

428.88km
2 は、市制施行当初の 82 倍に達するに至っている。 

 

表 2.1 市域の変遷 

 

 

 

図 2.2 市域面積の推移 

 

このような市域拡大と県都としての都市機能の充実、産業の発展等に伴い人口も増

加し、現在は 515,092 人（平成 27 年国勢調査）を有し、四国最大の都市に成長した。 

 

(単位：km2)

編　　入　　町　　村　　名

明治 22.12.15 市制施行 … 5.20

41.  4.  1 朝美，雄郡，素鵞，道後村の各一部 … …

大正 12.  4.  1 道後村の一部 … …

15.  2.11 朝美，雄郡，素鵞，御幸村 12.76 17.96

昭和  7.  2.  1 道後湯之町の一部 … …

15.  8.  1 三津浜町，久枝，味生，桑原，潮見，和気，堀江村 55.33 73.29

19.  4.  1 道後湯之町，生石，垣生村 15.21 88.50

29.  2.  1 興居島村 9.27 97.77

29.10.  1 余土村 5.11 102.88

30.  5.  1 湯山，五明，伊台，久米村 98.75 201.63

34.  4.10 浮穴村 5.95 207.58

36.12.15 小野村 26.63 234.21

37.  4.  1 石井村 9.07 243.28

43.10.25 久谷村 44.55 287.98

平成 17.  1.  1 北条市，中島町 139.42 428.88

「松山市統計書　平成25年度版」より
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図 2.3 人口の推移 

 

一方、少子高齢化・核家族化の進行等、わが国全体の生活様式の変化傾向は本市に

も及んでおり、これらに伴い水使用習慣の変化等が生じてきている可能性がある。 

 

 

図 2.4 年齢区分別人口及び一世帯当り人員の推移 

 

 

2.2 松山市の水資源 

水資源賦存量 1）

水は、自然の循環系のなかで利用する資源であるが、特定の地域において利用し

うる水資源の量すなわち水資源賦存量は、それぞれの地域においてもたらされる降

水量によって、基本的に制限されている。 

わが国全体の水資源賦存量の評価については、1981 年から 2010 年における全国の

降水資料を基にした国土交通省の計算によると、渇水年において約 2,800 億 m
3
/年、

平水年において約 4,100 億 m
3
/年と推定されており、地域別には表 2.2 のようにまと

められている。 

松山市の属する四国地域の人口一人当たりの水資源賦存量は、平水年で 6,457m
3
/

年･人、渇水年で 4,024m
3
/年･人とともに全国平均値の 1.9～2.0 倍であり、地域別に

も北海道、中国（山陰）、九州（南九州）、東北、北陸地域についで水資源が潤沢な

地域に位置づけられている。しかし、これは四国地域のうち太平洋側に位置する高

知県、徳島県の多雨によるものであり、表 2.3 に示すように松山市の降水量は平均
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で 1,375.1mm/年と表 2.2 の四国地域の平水年値 2,096mm/年の約 65％である。また、

全国の平水年値 1,690mm/年に比較しても 8 割程度であり、松山市の水資源は少ない

といえよう。 

さらに、各地域とも平水年降水量に対する渇水年降水量の割合は 73%～83%程度

であるのに対し、松山市の近年 14 年間の降水量は、平成 6 年が平均に対し 51%、平

成 14年が 68%と極端に少なく、年ごとの降水量の変動が大きいことも特徴的である。 

この結果、松山市は、図 2.5 に示すように全国の中でも渇水発生頻度の多い地域

となっている。 

 

表 2.2 地域別降水量及び水資源賦存量 

 

出典：平成 26 年度版「日本の水資源」、国土交通省 
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表 2.3 松山市の降水量実績 

 

 

 

  

総量 最大日量
平成元年 1,447.0 79.0
平成2年 1,568.5 77.5
平成3年 1,401.0 76.5
平成4年 1,289.0 79.5
平成5年 1,933.0 107.0
平成6年 696.0 53.5
平成7年 1,393.0 182.5
平成8年 1,131.5 106.0
平成9年 1,440.0 107.5
平成10年 1,381.5 140.0
平成11年 1,503.5 91.5
平成12年 1,150.0 72.0
平成13年 1,501.5 167.0
平成14年 930.5 76.0
平成15年 1,400.0 82.0
平成16年 1,786.0 88.5
平成17年 1,179.0 187.0
平成18年 1,469.0 83.5
平成19年 1,051.5 68.5
平成20年 1,315.0 55.5
平成21年 1,302.5 118.5
平成22年 1,441.0 158.5
平成23年 1,633.0 151.0
平成24年 1,369.0 66.5
平成25年 1,622.5 112.0
平成26年 1,417.5 76.0
平均 1,375.1 102.4

※「平均」は、平成元年～平成26年の26年間の平均値

※「松山地方気象台」をもとに作成

年
降水量（mm）
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出典：平成 26 年度版「日本の水資源」、国土交通省 

http://www.mlit.go.jp/tochimizushigen/mizsei/c_actual/images/05-02.gif 

図 2.5 全国の最近 30 年間での渇水発生状況 
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水利用ごとの水源 2）

（1）水道 

①上水道 

上水道水源は、松山地区においては、石手川ダムを水源とする市之井手水源

97,000m
3
/日と、伏流水（垣生）20,000m

3
/日、地下水（かきつばた、竹原、高井神

田）72,800m
3
/日を有しており、189,800m

3
/日の給水能力がある。しかし、いずれ

の水源も少雨等に伴い給水能力が低下することがある。 

この他、北条地区では 10,300m
3
/日（平成 28 年度以降は 9,700m

3
/日）、松山第一

（旧中野地区簡易水道）では 517m
3
/日、松山第二地区（旧久谷簡易水道）では、

4,792m
3
/日（平成 28 年度以降は 4,500m

3
/日）の給水能力を有している。 

 

表 2.4 上水道の水源（認可値） 

 

 

  

H27まで H28以降

市之井手 表流水 97,000 97,000

垣生 伏流水 20,000 20,000

かきつばた 地下水 40,200 40,200

竹原 地下水 － －

高井神田 地下水 32,600 32,600

189,800 189,800

院内 溜池 1,800 1,800

神田 地下水 1,000 －

北条第１配水池系 地下水 7,500 7,900

10,300 9,700

中野 地下水 517 517

517 517

久谷 地下水 4,722 4,500

窪野 表流水 70 －

4,792 4,500

205,409 204,517

小　計

小　計

合　　計

松山地区

松山第一

松山第二

小　計

北条地区

小　計

給水能力（m3/日）
水源種別水源名地区



 

9 

②簡易水道 

公営の簡易水道は北条地区に 5 箇所、中島地区に 1 箇所（平成 26 年度時点で

は 9 箇所）あり、それぞれ 189.8m
3
/日、1,657m

3
/日の給水能力を有している。 

 

表 2.5 簡易水道の水源 

 

 

  

地区 簡易水道名 水源種別
給水能力

（m3/日）

萩野 地下水 37.5

立岩米之野 表流水 34.0

院内 表流水 18.0

横谷 表流水 40.0

客 地下水 60.3

小　　計 189.8

津和地地区 表流水・地下水・湧水 136.0

二神地区 表流水・海水 115.0

怒和地区 表流水・地下水・海水 210.0

西中島地区 地下水 249.0

神浦地区 表流水・地下水 130.0

東中島地区 表流水・地下水・海水 504.0

中島粟井地区 表流水・地下水 60.0

睦月地区 表流水・地下水 140.0

野忽那地区 地下水 113.0

小　　計 1,657.0

1,846.8

中
島
地
区

合　　計

北
条
地
区
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③専用水道、県条例水道 

専用水道は、平成 26 年度現在 49 箇所あり、39 箇所は自己水源のみで対応して

おり、他の 10 箇所は上水道または簡易水道からの受水（自己水との併用含む）

により水道供給を行っている。 

また、飲料水供給施設等、愛媛県条例で定めた県条例水道は 56 箇所あり、う

ち 48 箇所は自己水源のみを水源とし、8 箇所は受水水源（自己水との併用含む）

を水源としている。 

これらの水源を水源種別ごとに整理すると表 2.6 となる。 

 

表 2.6 専用水道、愛媛県条例水道の水源 

 

 

 

 

  

区分 水源の形態 水源種別
給水能力

（m3/日）

浅井戸 4,051

深井戸 4,523

浅井戸・深井戸併用 604

その他 7,050

小　計 16,228

受水・自己水源併用 2,023

小　計 2,023

受　水 412

小　計 412

18,663

表流水 178

浅井戸 913

深井戸 128

浅井戸・深井戸併用 150

湧水 47

その他 9

小　計 1,425

受水・自己水源併用 45

小　計 45

受　水 58

小　計 58

1,528

注：県条例水道は一日最大給水量（H26）を集計

県
条
例
水
道

自己水源のみ
（48箇所）

受水のみ
（6箇所）

県条例水道合計

専
用
水
道

自己水源のみ
（39箇所）

受水のみ
（1箇所）

専用水道合計

受水併用
（9箇所）

受水併用
（2箇所）
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（2）工業用水道 

工業用水道は、垣生、長泉、かきつばたの各水源地を主な水源とし、他の 2,000

～5,000m
3
/日の給水能力を有する井戸（地下水）を併用して、工業用水供給を行っ

ている。 

 

表 2.7 工業用水道の水源（届出） 

 

 

 

  

水源名 水源種別
給水能力

（m3/日）

地下水 25,500

地下水 9,000

市坪 地下水 4,500

裏門 地下水 2,000

木屋元 地下水 5,000

かきつばた 地下水 27,000

外新田Ａ 地下水 5,000

えんこ渕 地下水 6,000

国中 地下水 4,000

松本 地下水 5,000

長泉 地下水 12,000

早刈 地下水 3,000

道添 地下水 4,000

貝殻 地下水 4,000

宮西 地下水 2,000

石清水 地下水 4,000

昭和泉 地下水 4,000

宮亦 地下水 4,000

130,000

垣生

合　　計
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（3）農業用水、発電用水 

石手川における取水系統は図 2.6 のとおりであり、石手川上流部において①四

国電力湯山発電所が 216,000m
3
/日（2.5m

3
/s）取水し、農業用水は石手川ダム放流

水を②北部灌漑用として 3,850～25,000m
3
/日、③既得灌漑用として 51,840～

155,520m
3
/日（0.6～1.8m

3
/s）取水している。 

 

 

図 2.6 石手川の取水系統 

 

 

  

 


